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研究成果の概要（和文）：本研究では、日本語話者の発達性読み書き障害児を対象とし、音読の正確性と流暢性に視覚
的要因（文字の大きさ）が与える影響を検討した。対象は小学４年生から高校１年生までの発達性読み書き障害児６名
である。ひらがな単語と非語の音読課題（文字の大きさ：縮小文字、標準文字、拡大文字）を実施し、音読所要時間と
誤読率を分析した。実験の結果、ひらがな非語課題の誤読率に関して、文字の大きさが異なる３条件間で有意差もしく
は有意傾向が認められた。視覚的要因（文字の大きさ）は音読の正確性に影響を及ぼす可能性が示唆された。

研究成果の概要（英文）：We conducted reading tasks in Japanese children with developmental dyslexia in 
order to reveal the effect of enlarged characters on reading accuracy and fluency. We evaluated the 
duration time and misreading rate of reading tasks of hiragana words and hiragana non-words in six 
Japanese speaking children with developmental dyslexia. The duration time and misreading rate of the 
reading tasks was measured small, medium and large print. Hiragana non-words tasks did show a significant 
difference in the reading accuracy under the three print conditions. Our results suggest that using large 
print does improve reading accuracy in Japanese children with developmental dyslexia.

研究分野： 社会科学
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１．研究開始当初の背景 
学習障害（LD）の中核症状は、発達性読み

書き障害すなわち読み書きの問題であると
考えられている（Lyon et al.,2003 ; 宇野
ら,2002 ; 春原ら,2004）。発達性読み書き障
害の日本での出現頻度は約８％と報告（Uno 
et al.,2009）されており、発達障害の中では
最も多い障害群である。特別支援教育におけ
る発達性読み書き障害児への読み書きの支
援は目下の急務と考えられる。 
近年、本邦において発達性読み書き障害児

の読み書きの支援を大きく後押しすると考
えられる法案が可決、施行された。「障害の
ある児童及び生徒のための教科用特定図書
等の普及の促進等に関する法律（2008、以下
教科書バリアフリー法）」である。教科用特
定図書とは従来の拡大教科書と点字教科書
を指している。教科書バリアフリー法では、
不十分であった拡大教科書の供給体制整備
を国の責務として明確化し、また拡大教科書
の製作を促進させる目的から、教科書出版社
に対してボランティア団体等へ原稿デジタ
ルデータの提供を義務づけている。さらに、
発達障害等の理由で通常の教科書での学習
が困難な児童生徒にも拡大教科書の活用が
できるよう、調査研究を推進することが明記
されている。 
拡大教科書は通常の検定済教科書と比較

して、文字が大きく、文字と文字の間隔や行
間が広い。海外では、文字の大きさ、文字と
文字の間隔および行間が、発達性読み書き障
害児の音読の正確性や流暢性に影響を及ぼ
す と 報 告 さ れ て い る （ Cornelissen et 
al.,1991 ; O’Brien et al.,2005 ; Martelli et 
al.,2009）。この背景として、Cornelissen et al.
（1991）は発達性読み書き障害の低次の視覚
的要因である visual magnocellular system 
の機能障害（Livingstone et al.,1991 ; Eden 
et al.,1996 ; Cornelissen et al.,1998 ; 
Stein,2003）が大きく関与していると述べて
いる。Visual magnocellular system の機能
障害に起因する音読の問題は、文字を大きく
すること（Cornelissen et al.,1991）や、文
字と文字の間隔や行間を広くすること（O’
Brien et al.,2005 ; Martelli et al.,2009）で改
善されると考えられている。このように、発
達性読み書き障害児は、拡大教科書がもたら
す視覚的要因の恩恵を受けられる可能性が
ある。 
本邦でも、教科書バリアフリー法の施行と

ともに、拡大教科書が発達性読み書き障害児
の音読に及ぼす影響について調査研究が開
始されたが、十分な結果は未だ得られていな
い。中野ら（2010）は、発達性読み書き障害
者７名に対して拡大教科書の有効性を検討
しているが、対象者が発達性読み書き障害で
あることを裏付ける客観的データが示され
ておらず、またヒヤリングによる調査研究で
あるなど問題点が多い。日本語話者の発達性
読み書き障害児に対する拡大教科書の学習

支援効果を明確に示すためには、拡大教科書
によって変化する視覚的要因（文字の大きさ、
文字と文字の間隔、行間）が、客観的評価診
断を受けた発達性読み書き障害児の音読の
正確性と流暢性にどのような影響を及ぼす
のか、音読実験から得られるデータによって
明らかにする必要がある。 
 
２．研究の目的 
本研究では、拡大教科書によって変化する

視覚的要因が、日本語話者の発達性読み書き
障害児の音読における正答数や正答率で表
す正確性と音読所要時間で評価する流暢性
に与える影響を明らかにする。先行研究は、
文 字 の 大 き さ に 焦 点 を 当 て た 研 究
（Cornelissen et al.,1991）と、文字と文字
の間隔や行間に焦点を当てた研究（O’Brien 
et al.,2005 ; Martelli et al.,2009）に大別さ
れ、各々の要因は独立して発達性読み書き障
害児の音読の正確性や流暢性に影響を与え
ている可能性がある。そこで今回は、文字の
大きさに焦点を当てた音読実験を行い、文字
の大きさが発達性読み書き障害児の音読の
正確性や流暢性に与える影響を検討する。 
 
３．研究の方法 
(1) 対象 
発達性読み書き障害児は、LD 児／者への

サポート専門機関に来所した小学４年生か
ら高校１年生までの児童６名（男児５名、女
児１名）である。１名のみ左利きで５名は右
利きであった。 
 表１に初診時における認知神経心理学的
所見を示した。ウェクスラー式知能検査
（WISC-Ⅲ、WISC-Ⅳ）の言語性 IQ（VIQ）
もしくは言語理解指数（VCI）は平均 92.5、
動作性 IQ（PIQ）もしくは知覚推理指数
（PRI）は平均 90.3、全検査 IQ（FIQ もし
くは FSIQ）は平均 88.5 であった。ウェクス
ラー式知能検査の結果から全般的知能は正
常域と考えられた。小学生の読み書きスクリ
ーニング検査（STRAW；宇野ら, 2006）では、
平均 z 得点がひらがな単語音読で－1.19、カ
タカナ単語音読で－2.40、漢字単語音読で－
2.50、ひらがな単語書字で－2.25、カタカナ
単語書字で－3.11、漢字単語書字で－3.83 で
あった。速読課題（春原ら, 2011）の平均 z
得点は、ひらがな単語課題で 3.77、カタカナ
単語課題で 4.26、ひらがな非語課題で 2.16、
カタカナ非語課題で 2.58、文章課題で 2.55
であった。STRAW と速読課題の結果から、
読み書きの学習到達度は低いと考えられた。
非語復唱課題の平均 z 得点は－0.64、単語逆
唱課題は－2.87、単語逆唱課題で正答までに
かかった時間は３モーラ語で 4.31、４モーラ
語で 0.81 であった。単語逆唱課題において正
答数が低下し、３モーラ語では正答までの所
要時間に延長が認められたことから、音韻障
害があると考えられた。Rey-Osterrieth 
Complex Test（ROCFT）の平均 z 得点は、



知能検査 課題数 平均値
WISC-Ⅲ知能検査 / WISC-Ⅳ知能検査

言語性IQ (VIQ) / 言語理解指数（VCI） 92.5
動作性IQ (PIQ) / 知覚推理指数（PRI） 90.3
全検査IQ (FIQ) 88.5

レーヴン色彩マトリックス検査 （RCPM） (36) -1.63

言語発達検査：標準抽象語理解力検査：音声呈示版（SCTAW） (45) -0.32

読み書きの学習到達度検査
小学生の読み書きスクリーリング検査（STRAW）

音読課題
ひらがな単語 (20) -1.19
カタカナ単語 (20) -2.40
漢字単語 (20) -2.50

書字課題
ひらがな単語 (20) -2.25
カタカナ単語 (20) -3.11
漢字単語 (20) -3.83

速読課題
ひらがな単語 3.77
カタカナ単語 4.26
ひらがな非語 2.16
カタカナ非語 2.58
文章 2.55

音韻処理課題
非語の復唱課題（正答数） (10) -0.64
単語の逆唱課題（正答数） (20) -2.87

正答した課題における平均所要時間
３モーラ語 (10) 4.31
４モーラ語 (10) 0.81

視覚認知課題
Rey-Osterrieth Complex Figure Test (ROCFT)

模写課題 -0.62
直後再生課題 -0.64
30分後遅延再生課題 -1.15

自動化課題：Rapid Automatized naming task (RAN)
平均所要時間 2.68

表１　発達性読み書き障害児（n = 6)の認知神経心理学的所見

模写課題で－0.62、直後再生課題で－0.64、
30 分後遅延再生課題で－1.15 であった。30
分後遅延再生課題の成績から、視覚的記憶の
障 害 が あ る と 考 え ら れ た 。 Rapid 
Automatized naming task（RAN）の所要時
間は、平均 2.68 z 得点であり、自動化能力
の障害があると考えられた。以上から、今回
対象とした発達性読み書き障害児 6 名は、全
般的知能は正常域であったが、読み書きの学
習到達度が低かった。その背景には音韻能力、
視覚的記憶および自動化能力の障害がある
と考えられた。 

 
(2) 手続き 
 音読課題は、ひらがな単語課題とひらがな
非語課題を実施した。 
ひらがな単語課題は、NTT データベース

「日本語の語彙特性」（天野ら, 2008）におい
て親密度・心像性ともに 5.7 以上で、かつ同
データベースの見出し語にひらがな表記で
記載されている単語から、２～４モーラ語を
各８語ずつ計 24 語選択した。ひらがな非語
課題は、｢を｣以外の清音を１回以上使用し, 
２～４モーラ語を各５語ずつ計 15 語作成し
た。本研究では、縮小文字条件（9.5 ポイン
ト）、標準文字条件（16.0 ポイント）および
拡大文字条件（22.5 ポイント）の３条件につ
いて、２種類の書字方向（縦書き、横書き）
の課題を作成した。すべての課題で、フォン
ト、行間および文字間隔は統一した（HG 教
科書体、行間：１行、文字間隔：標準）。音
読課題の実施順序にはカウンターバランス
により順序効果を相殺した。刺激の表面照度
は調光機能付きライトスタンドを使用し、
750～1000Lx とした。 
対象児には、｢これから見せる単語をでき

るだけ速く間違えないように読んでくださ
い｣と教示し、始めの合図をしてから単語課
題が書かれた用紙を呈示した。文字は目から
約 60cm 離した。音読サンプルを IC レコー
ダーに録音し、音読所要時間をストップウオ
ッチで計測した。 

 
(3) 解析方法 
 本研究では、音読所要時間と誤読率を分析
対象とした。標準文字条件における音読所要
時間を１として、縮小文字および拡大文字条
件の結果を比率に換算した。また各課題にお
ける誤読率を算出した。音読所要時間と誤読
率について Friedman 検定にて検討した。 
 
４．研究成果 
(1) 音読所要時間 
 ひらがな単語課題（縦書き・横書き）、ひ
らがな非語課題（縦書き・横書き）のいずれ
においても、縮小文字条件、標準文字条件お
よび拡大文字条件の３条件に有意差は認め
られなかった。（ひらがな単語（縦書き）：χ２ 

= .333, df = 2, p =.846、ひらがな単語（横書
き）：χ２ = 1.000, df = 2, p =.607、ひらがな
非語（縦書き）：χ２ = .333, df = 2, p =.846、
ひらがな非語（横書き）：χ２ = 2.333, df = 2, p 
=.311）。 
 
(2) 誤読率 
 ひらがな単語課題（縦書き・横書き）では
縮小文字条件、標準文字条件、拡大文字条件
の３条件に有意差は認められなかった（ひら
がな単語（縦書き）：χ２=5.286, df=2, p=.071、
ひらがな単語（横書き）：χ２=1.900, df=2, 
p=.387）。 
ひらがな非語課題（縦書き）では、縮小文

字条件、標準文字条件および拡大文字条件の
３条件に有意差が認められた（χ２ = 6.000, 
df=2, p = .005）。しかし、多重比較にて検討
したところ、文字の大きさについていずれの
条件間の差も有意ではなかった。ひらがな非
語課題（横書き）は３条件間に有意傾向が認
められた（χ２=5.733, df=2, p=.057）。 
 
(3) 考察 
 本研究では、ひらがな非語課題の誤読率に
関して、縦書き課題では３条件間に有意差
（p=.050）が認められた。また、横書き課題
では有意傾向（p=.057）が認められた。縮小
文字条件で誤読率が高く、拡大文字条件で誤
読率が低かった。本研究は Cornelissen et al.
（1991）の結果を支持しており、文字の大き
さという視覚的要因は、音速の正確性に影響
を与える可能性が示唆さえた。一方、
Friedman 検定にて、ひらがな非語課題（縦
書き）で有意差が認められたにも関わらず、
多重比較にていずれの条件間の差も有意で
はなかったことや、ひらがな非語課題（横書
き）にて有意傾向を示すにとどまった背景に
は対象数が十分でないことが挙げられる。対
象数を増やしての検討が必要と考えられる。 
今後は、文字と文字の間隔や行間に焦点当

てた音読実験を行い、文字と文字の間隔や行
間が発達性読み書き障害児の音読の正確性
や流暢性に与える影響を検討する予定であ
る。 
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